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新
聞
の
傾
向
に
関
す
る
研
究

　
　
　
　
！
新
聞
の
傾
向
に
つ
い
て
の
量
的
分
析
1

生

田

正

輝

一
、
は
　
し
　
が

き

　
最
近
、
新
聞
の
偏
向
と
い
う
こ
と
が
と
み
に
論
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
来
た
。
と
く
に
、
ペ
ト
ナ
ム
戦
争
、
安
保
条
約
、
沖
縄
返
還
な
ど
人

び
と
の
間
に
意
見
の
大
き
な
対
立
が
見
ら
れ
る
よ
う
な
問
題
を
め
ぐ
つ
て
は
、
そ
の
報
道
や
評
論
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
新
聞
の

偏
向
が
云
々
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
現
代
に
お
け
る
マ
ス
・
コ
、
・
・
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
著
し
い
発
展
に
か
ん
が
み
、
依
然
と
し
て
す
ぐ
れ
て

情
報
と
意
見
の
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
新
聞
が
人
び
と
の
意
見
や
態
度
に
大
き
な
影
響
力
を
も
つ
こ
と
を
考
慮
に
容
れ
る
な
ら
ぱ
、
新
聞
の
あ
り
方
が

云
々
さ
れ
、
そ
の
偏
向
が
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
も
、
け
だ
し
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
歩
謙
つ
て
考
え
て
み
れ
ば
、
新
聞
の
偏
向
と
は
い
か
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
、
新
聞
の
偏
向
が
ど
の
よ
う
な
根
拠
に

も
と
づ
い
て
主
張
さ
れ
る
の
か
、
新
聞
の
偏
向
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
、
と
い
う
よ
う
な
基
本
的
な
問
題
点
が
必
ず
し
も
明
確
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

な
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
他
に
お
い
て
い
さ
さ
か
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
論
議
を
見
て
も
決
し
て
論
者
の
見
解
に
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（
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八
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一
致
が
み
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
新
聞
の
偏
向
の
概
念
は
極
め
て
曖
昧
で
あ
り
、
論
者
に
よ
つ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
し
、
そ
れ
が
ど
の

よ
う
な
角
度
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
ア
プ
・
ー
チ
さ
れ
て
い
る
か
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
新
聞
の
偏
向
を
主
張
す
る
根
拠
は
必
ず
し
も
明
白
で
は
な

く
、
ま
た
客
観
的
で
は
な
い
。
し
か
も
、
新
聞
が
か
り
に
偏
向
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
い
い
の
か
悪
い
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
る
の
か
、
と
い
う
よ
う
な
点
に
関
し
て
の
評
価
も
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
い
。

　
た
し
か
に
、
わ
が
国
の
新
聞
に
偏
向
が
云
々
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
が
な
い
と
は
い
え
な
い
し
、
少
く
と
も
首
尾
一
貫
し
た
報
道
態
度
が
見
ら
れ

ず
、
確
乎
た
る
立
場
に
立
つ
た
主
張
が
見
い
出
せ
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
故
に
こ
そ
．
時
に
新
聞
の
偏
向
が
云
々
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
も
肯
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
、
問
題
は
、
新
聞
の
偏
向
の
概
念
が
曖
昧
で
あ
り
、
論
拠
が
明
確
で
は
な
く
、
そ
の
評
価
も
甚
だ
主
観

的
で
あ
つ
て
．
そ
れ
が
客
観
的
、
科
学
的
に
十
分
に
把
握
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
研
究
で
は
、
そ
の
よ
う
な
新
聞
の
偏
向
に
関
し
て
で
き
得
る
限
り
客
観
的
か
つ
科
学
的
な
解
明
を
行
う
べ
く
、
そ
の
一
環
と
し

て
新
聞
紙
面
の
内
容
分
析
を
行
つ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
最
近
の
新
聞
紙
面
に
つ
い
て
内
容
分
析
の
手
法
を
用
い
て
分
析
を
加
え
、
そ
の
結

果
に
も
と
づ
い
て
、
最
近
の
わ
が
国
の
新
聞
に
な
ん
ら
か
の
傾
向
（
敢
て
偏
向
と
は
い
わ
な
い
）
が
見
い
出
せ
る
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試

み
た
の
で
あ
る
。

　
内
容
分
析
の
方
法
と
し
て
は
、
す
で
に
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
開
発
さ
れ
て
は
い
る
が
、
い
ず
れ
も
一
長
一
短
が
あ
り
、
一
つ
の
方
法
に
ょ
つ
て

十
分
で
あ
る
と
は
い
い
得
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
分
析
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
用
い
ら
れ
て
来
た
い
く
つ
か
の
方
法
を
併
用
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

に
新
た
な
工
夫
を
加
え
、
で
き
得
る
限
り
客
観
的
な
デ
！
タ
を
得
る
こ
と
に
努
め
た
．
内
容
分
析
は
、
量
的
内
容
分
析
と
質
的
内
容
分
析
と
に
大

別
さ
れ
得
る
が
、
こ
の
両
者
の
区
別
は
必
ず
し
も
厳
密
で
は
な
い
し
、
む
し
ろ
両
々
相
侯
つ
て
よ
り
妥
当
な
分
析
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
両
者
の
方
法
に
よ
る
分
析
を
加
え
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
報
告
は
、
そ
の
量
的
分
析
の
結
果
に
つ

い
て
の
そ
れ
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
、
全
体
と
し
て
の
新
聞
の
傾
向
に
関
す
る
研
究
の
極
く
一
部
分
を
成
す
も
の
に
す
ぎ
な
い
。



　
こ
の
分
析
で
は
、
量
的
分
析
と
し
て
は
、
ω
新
聞
紙
面
の
構
成
分
析
、
働
投
書
の
分
析
、
衙
署
名
入
り
記
事
の
分
析
、
ゆ
報
道
記
事
の
ニ
ュ
L

ズ
・
ソ
ー
ス
の
分
析
、
お
よ
び
㈲
情
動
的
表
現
の
分
析
の
五
つ
の
方
法
に
よ
る
分
析
を
試
み
、
そ
れ
に
ょ
つ
て
、
わ
が
国
の
新
聞
が
一
体
ど
の
よ

う
な
一
般
的
傾
向
を
も
つ
て
い
る
か
を
探
る
と
と
も
に
、
そ
う
し
て
、
各
紙
が
い
か
な
る
特
色
な
い
し
は
傾
向
を
も
つ
か
を
比
較
検
討
し
よ
う
と

し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
分
析
に
お
い
て
は
、
現
実
に
は
一
定
の
時
期
を
限
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
分
析
に

ょ
つ
て
は
そ
の
テ
ー
マ
を
限
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
研
究
で
は
、
時
期
と
し
て
は
お
お
む
ね

昭
和
四
三
年
の
九
月
が
、
そ
う
し
て
テ
ー
マ
と
し
て
は
大
学
紛
争
に
関
す
る
問
題
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
こ
と
を
こ
と
わ
つ
て
お
ぎ
た
い
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
い
わ
ゆ
る
ス
ペ
イ
ス
媒
体
で
あ
り
、
一
定
の
空
間
的
な
単
位
を
も
つ
新
聞
は
、
内
容
分
析
の
対
象
と
し
て
は
き
わ
め
て
好

都
合
な
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
か
な
ら
ば
、
一
つ
の
新
聞
の
単
位
面
積
と
他
の
新
聞
の
そ
れ
と
は
、
量
的
に
は
同
じ
意
味
を
も
つ
と
一
応
見
倣
し
得

る
わ
け
で
あ
り
、
客
観
的
な
基
準
と
な
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
内
容
分
析
の
手
法
は
い
ろ
い
ろ
と

あ
る
が
、
い
ず
れ
も
一
長
一
短
で
た
だ
一
つ
の
方
法
に
よ
つ
て
十
分
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
研
究
で
は
、
前
述
の
よ
う

な
多
様
な
方
法
を
用
い
、
そ
れ
ら
の
結
果
を
通
じ
て
、
な
ん
ら
か
の
傾
向
を
発
見
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
以
下
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
量
的
分
析
の
方
法
お
よ
び
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
記
述
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
（
註
）
　
拙
稿
、
新
聞
の
偏
向
に
つ
い
て
、
三
色
旗
、
一
九
六
九
年
七
月
号
一
－
五
頁

二
、
新
聞
の
構
成
分
析

　
◇
分
析
の
目
的
と
対
象

　
こ
の
分
析
で
は
、
新
聞
紙
面
を
分
類
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
セ
ッ
ト
と
し
て
、
記
事
の
形
式
か
ら
分
類
す
る
も
の
と
、
記
事
の
内
容
か
ら
分
類
す

る
も
の
と
の
二
つ
を
作
製
し
（
分
類
コ
ー
ド
表
・
A
、
B
参
照
）
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
新
聞
紙
面
の
枠
内
の
面
積
を
測
定
し
分
析
す
る
方
法
を
と
つ
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八
　
　
（
一
一
二
〇
）

た
。
そ
れ
に
よ
つ
て
、
各
新
聞
の
紙
面
構
成
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
現
わ
れ
て
い
る
各
紙
の
姿
勢
、
特
色
を
把
握
し
よ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
こ
の
分
析
で
は
、
後
の
分
析
で
用
い
る
す
べ
て
の
記
事
サ
ソ
プ
ル
の
面
積
を
測
定
し
て
お
り
、
他
の
調
査
分
析
の
た
め

の
基
礎
資
料
を
得
る
意
味
を
も
併
せ
も
つ
て
い
る
。
な
お
、
大
学
紛
争
に
関
連
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
の
面
積
で
測
定
し
得
る
も
の
の
す
べ

て
に
つ
い
て
測
定
を
行
つ
た
。

　
こ
こ
で
分
析
の
対
象
と
し
た
の
は
、
「
朝
日
」
「
毎
日
」
「
読
売
」
「
日
経
」
四
紙
の
地
方
版
を
除
く
全
紙
面
で
あ
る
。
分
析
の
対
象
と
な
つ
た
新

聞
は
、
い
ず
れ
も
昭
和
四
十
三
年
九
月
一
日
附
朝
刊
か
ら
、
九
月
三
〇
日
附
夕
刊
ま
で
の
期
間
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
A
　
形
式
分
類
コ
ー
ド
表

形
式
1

形
式
2

形
式
3

形
式
4

形
式
5

形
式
6

形
式
7

形
式
8

形
式
9

形
式
1
0

形
式
n

形
式
1
2

　
B
A
　
政
治

報
道
記
事
（
解
説
を
除
く
α
≦
一
国
で
あ
り
、
官
公
庁
会
社
人
事
、
ラ
ジ
オ
テ
レ
ビ
番
組
、
天
気
予
報
、
株
式
欄
も
含
む
）

　社

　
説
（
社
説
と
明
記
し
て
い
る
も
の
）

解
説
記
事
（
調
査
、
カ
コ
ミ
、
タ
タ
ミ
、
映
画
演
劇
の
解
説
、
対
談
座
談
会
、
番
組
解
説
、
時
の
人
も
含
む
）

　
投
書
、
身
の
上
相
談

　
小
　
　
説

　
社
告
、
目
次

　
マ
ソ
ガ
、
川
柳
、
社
会
戯
評

　
広
告
（
各
社
会
事
業
部
主
催
の
会
も
含
む
）

　
題
字
、
題
字
下

　
カ
ッ
ト
（
孤
立
し
た
も
の
の
み
扱
い
カ
コ
ミ
の
中
の
も
の
を
含
ま
ず
）

　
入
賞
作
品
の
発
表

　
そ
の
他

内
容
分
類
コ
ー
ド
表

　
　
政
党
（
各
政
党
の
活
動
人
事
、
政
党
の
発
言
及
び
政
党
を
バ
ッ
ク
に
し
た
個
人
の
発
言
な
ど
）



CBDEF

　
　
　
国
会
（
国
会
内
の
活
動
、
人
事
。
国
会
内
で
の
発
言
な
ど
）

　
　
　
法
律
・
法
案
（
立
法
活
動
に
関
す
る
も
の
）

　
　
　
内
閣
（
行
政
活
動
に
関
す
る
も
の
）

　
　
　
選
挙
（
選
挙
運
動
及
び
そ
の
結
果
に
関
す
る
も
の
）

　
　
　
国
防
（
戦
争
時
を
除
く
軍
組
織
、
武
器
、
軍
の
行
動
、
ス
パ
イ
な
ど
に
関
す
る
も
の
）

　
　
　
各
省
（
各
省
の
人
事
、
会
議
活
動
に
関
す
る
も
の
）

外
交
　
外
交
（
自
国
と
他
国
と
の
外
交
交
渉
戦
争
賠
償
協
定
、
渉
外
。
自
国
と
国
連
と
の
関
係
）

経
済
　
財
政
（
予
算
租
税
に
関
す
る
も
の
）

　
　
　
産
業
（
第
一
次
産
業
、
第
二
次
産
業
、
第
三
次
産
業
の
活
動
お
よ
び
そ
の
製
品
に
関
す
る
も
の
．
技
術
革
新
、

　
　
　
貿
易
（
輸
出
入
、
国
際
収
支
、
関
税
、
見
本
市
な
ど
）

　
　
　
経
済
団
体
（
経
済
者
側
の
団
体
の
活
動
、
人
事
に
関
す
る
も
の
）

　
　
　
物
価
（
物
価
一
般
、
統
制
価
格
な
ど
に
関
す
る
も
の
）

　
　
　
金
融
（
銀
行
、
保
険
、
郵
便
貯
金
な
ど
に
関
す
る
も
の
）

　
　
　
株
式
・
社
債
（
投
資
、
証
券
な
ど
に
関
す
る
も
の
）

運
輸
・
通
信
　
交
通
（
鉄
道
、
海
運
、
航
空
の
交
通
機
関
、
道
路
に
関
す
る
も
の
。
た
だ
し
交
通
事
故
は
の
ぞ
く
）

　
　
　
郵
政
（
郵
政
、
電
信
電
話
に
関
す
る
も
の
）

外
国
　
第
三
国
間
の
関
係
（
外
国
と
外
国
の
関
係
に
関
す
る
も
の
）

　
　
　
外
国
の
出
来
事
（
外
国
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
各
々
は
」
運
動
、
F
文
化
の
項
に
入
れ
る
）

　
　
　
国
際
連
合
（
国
連
及
び
そ
の
他
の
国
際
機
構
の
活
動
）

文
化
　
科
学
（
天
文
・
気
象
・
医
学
・
宇
宙
・
衛
生
。
た
だ
し
天
気
予
報
は
含
め
な
い
）

　
　
　
教
育
（
学
校
、
教
員
、
学
生
な
ど
。
た
だ
し
学
生
運
動
は
A
政
治
あ
る
い
は
G
社
会
に
含
む
）

　
　
　
学
芸
（
芸
術
、
文
化
、
映
画
、
演
劇
、
芸
能
、
音
楽
、
舞
踊
）

　
　
　
出
版
・
報
道
（
新
聞
、
出
版
、
放
送
番
組
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
）

新
聞
の
傾
向
に
関
す
る
研
究

合
理
化
な
ど
）

九
（
一
一
二
扁
）



G

新
聞
の
傾
向
に
関
す
る
研
究

　
　
宗
教
（
純
宗
教
事
に
関
す
る
も
の
）

　
　
観
光
（
ホ
テ
ル
、
旅
行
、
行
楽
に
関
す
る
も
の
）

社
会
　
社
会
一
般
（
社
会
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
関
す
る
も
の
、
季
節
写
真
）

　
　
皇
室
（
た
だ
し
、
皇
室
の
政
治
的
活
動
は
除
く
）

　
　
人
事
（
叙
勲
叙
位
、
社
交
、
結
婚
離
婚
、
誕
生
死
亡
な
ど
）

　
　
事
件
（
事
件
・
事
故
一
般
、
爆
発
、
自
殺
、
心
中
、
災
害
、
遭
難
、
流
行
、
病
気
、
中
毒
、
火
事
な
ど
）

　
　
裁
判

　
　
犯
罪
（
詐
欺
、
横
領
、
汚
職
、
誘
拐
、
違
反
、
傷
害
、
暴
行
、
お
ど
し
、
殺
人
、
盗
難
な
ど
）

朝　日 毎　日 弛　　　士
両冗　　冗 日　経

形式コード

1．報道記事 24．60 26．26 26．46 34．64

2．社　　　説 0．90 O．95 O．80 O．74

3．解　　　説 21．01 21．25 α03 18．80

4．投　　　書 1．87 2．29 1．64 0．58

5．小　　　説 O．99 1．27 1．11 O．56

6．社告・目次 0．22 α34 α32 0．23

7．マ　　ン　ガ O．53 O．43 α51 0
8．広　　　告 49．63 46．75 48．74 44．24

9．題　　　字 O．12 O．15 0．19 0．13

10．カ　　ツ　ト O．06 O．05 0．01 0
11．入賞作品 O．07 0．26 α19 0．07

12．そ　の　他 O O O 0

一
〇
　
　
（
』
』
二
二
）

　％位単（類分るよに式形成構面紙表一第
刊
　
朝
　
A

日経読売毎日朝日

B夕刊

コード＼
36．83

　0

20．45

0．18

1．17

0．22

0．26

40．69

0。20

O
　
　
A
》
　
　
0

28．80

　0

12．52

0．17

1．82

0．11

0．60

55．46

Q．23

0．05

0。24

　0

24．69

　0

18．46

0．15

1．96

0．19

0．62

53．76

7　0。

0
　
0
　
0

28．83

　0

15．77

0．17

0．92

0．13

0．31

53．72

5　α
　
O
　
O
　
O

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

n
1
2



H
　
労
働

1
　
家
庭

J
　
運
動

K
　
広
告

L
　
題
字

労
働
（
労
働
条
件
に
関
す
る
も
の
）

労
働
団
体
（
労
働
者
の
団
体
に
関
す
る
も
の
）

組
合
（
組
合
活
動
に
関
す
る
も
の
）

就
職
（
就
職
・
失
業
に
関
す
る
も
の
）

給
与
（
給
与
一
般
、
べ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
関
す
る
も
の
）

争
議
（
ス
ト
と
そ
の
妥
協
に
関
す
る
も
の
、
た
だ
し
学
生
の
ス
ト
は
政

　
　
治
あ
る
い
は
社
会
に
含
む
）

衣
食
住
（
た
だ
し
物
価
に
関
す
る
も
の
は
C
経
済
に
入
れ
る
）

婦
人
（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
に
関
す
る
も
の
）

趣
味
（
ク
イ
ズ
、
カ
ー
ド
、
チ
ェ
ス
、
麻
雀
、
園
芸
、
ペ
ッ
ト
、
娯
楽
、

　
　
日
曜
大
工
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

天
気
予
報

競
技
（
シ
ョ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
、
競
走
、
競
輪
競
馬
、
自
動
車
及
び
オ
ー

　
　
ト
バ
イ
の
レ
ー
ス
に
関
す
る
も
の
、
運
動
一
般
、
登
山
ハ
イ
キ
ン

　
　
グ
、
つ
り
、
ヨ
ッ
ト
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
、
水
上
ス
キ
ー
、
サ
イ

　
　
ク
リ
ン
グ
な
ど
）

広
告
（
通
知
、
尋
ね
人
、
一
般
広
告
、
死
亡
広
告
）

案
内
・
募
集
（
ク
ラ
シ
フ
ァ
イ
ド
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
、

題
字
題
字
下

社
告

目
次

C　合計

朝日1毎目1読売1日経
コード

35．28

0．52

19．29

0．46

0．74

0．23

0．08

43．20

0．15

27．29

0，52

17．39

1，13

1，36

0，25

0．54

51．11

0，21

25．72

0．62

20．29

1．55

1．51

0．29

0．50

49．17

0．16

26，06

0．59

19．21

1．28

0．97

0．19

0．46

51．03

0．13

1
2
3
4
5
6
7
8
9

た
だ
L
本
の
書
評
な
ど
は
F
文
化
に
含
む
）

10 0．04 O．03 O．01 0
11 O．05 0．17 O．21 0．05

12 0 0 O O

新
聞
の
傾
向
に
関
す
る
研
究

（
一
一
二
三
）



　
　
　
新
聞
の
傾
向
に
関
す
る
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
　
（
一
一
二
四
）

　
◇
分
析
の
方
法

　
わ
が
国
の
新
聞
は
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ソ
ケ
ッ
ト
版
で
あ
り
、
そ
の
一
頁
の
全
体
の
大
き
さ
は
、
た
て
が
五
五
セ
ソ
チ
メ
ー
ト
ル
、
よ
こ
が
四
一
セ

ソ
チ
メ
ー
ト
ル
と
な
つ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
た
て
五
一
・
六
セ
ソ
チ
、
よ
こ
三
八
・
一
セ
ソ
チ
の
外
枠
が
あ
り
、
号
外
を
除
い
て
は
、
こ
の
枠

内
に
紙
面
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
厳
密
に
い
え
ば
、
こ
の
外
枠
の
大
ぎ
さ
は
各
新
聞
、
各
版
に
よ
つ
て
必
ず
し
も
一
定
で
は
な
い

が
、
そ
の
違
い
は
い
ず
れ
も
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
る
の
で
、
こ
の
研
究
で
は
、
そ
の
枠
の
大
き
さ
を
一
定
と
見
倣
し

て
測
定
す
る
こ
と
に
し
た
．
こ
の
よ
う
な
枠
内
で
の
新
聞
の
組
み
方
は
、
通
常
は
一
五
字
、
九
三
行
、
一
五
段
で
あ
り
、
か
り
に
一
面
全
体
を
新

聞
活
字
（
一
倍
の
活
字
）
で
う
ず
め
る
と
す
れ
ば
、
二
〇
、
九
二
五
字
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　
さ
て
、
測
定
の
単
位
と
し
て
は
、
コ
ラ
ム
・
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
た
て
は
段
数
コ
ラ
ム
、
よ
こ
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
計
算
し
た
面
積
）
を
用
い
た
。
な

お
、
紙
面
に
よ
つ
て
変
則
的
な
コ
ラ
ム
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
通
常
の
コ
ラ
ム
に
換
算
し
て
測
定
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
◇
分
析
の
結
果

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
測
定
法
に
ょ
つ
て
測
定
し
た
結
果
は
、
ま
ず
、
記
事
の
形
式
に
も
と
づ
い
て
行
つ
た
も
の
は
、
第
一
表
に
示
し
た
通
り
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
分
類
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
つ
て
分
類
さ
れ
た
記
事
の
量
が
全
紙
面
の
中
で
占
め
る
パ
ー
セ
ン
テ
イ
ジ
を
表
し
た
も
の
で
、
形
式
的

分
類
に
よ
る
新
聞
紙
面
の
面
積
比
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
わ
が
国
の
新
聞
を
通
じ
て
、
も
つ
と
も
構
成
比
の
大
き
い
も
の
は
広
告
で
、
新
聞
に
よ
つ
て
．
ま
た
朝
夕
刊
に
よ
つ
て
多

少
異
る
が
、
全
体
と
し
て
は
四
三
％
～
五
一
％
程
度
を
占
め
て
お
り
、
次
い
で
報
道
記
事
の
二
六
％
～
三
五
％
、
解
説
の
一
七
％
～
二
〇
％
と
な

つ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
社
説
は
わ
ず
か
に
○
・
五
％
前
後
に
す
ぎ
ず
、
投
書
が
一
・
五
％
か
ら
○
・
四
％
程
で
し
か
な
い
。
ま
た
、
小
説
も

一
・
五
％
～
○
・
七
％
程
度
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
み
る
限
り
に
お
い
て
は
、
新
聞
の
主
要
な
機
能
が
報
道
と
評
論
と
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
解
説
記
事
が
第
三
位
に
あ
る
こ
と
を
併
せ
て
考
え
て
も
、
報
道
に
比
較
し
て
評
論
の
側
面
が
著
し
く
軽
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知



ら
れ
る
．
わ
が
国
の
新
聞
が
言
論
機
関
と
し
て
の
機
能
が
著
し
く
低
下
し
、
報
道
本
位
と
な
つ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
明
ら
か
に
観
取
で
き
る
の

で
あ
る
。
な
お
、
新
聞
に
も
娯
楽
的
な
機
能
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
小
説
な
ど
の
占
め
る
比
率
か
ら
見
る
限
り
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が

考
え
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
大
き
く
な
い
と
も
い
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
こ
と
は
、
わ
が
国
の
新
聞
の
一
般
的
傾
向
と
し
て
指
摘
し
得
る
と
し
て
も
、
仔
細
に
検
討
す
る
な
ら
ば
、
各
紙
に
ょ
つ
て
、
ま
た
朝

夕
刊
に
ょ
つ
て
か
な
り
の
相
違
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
日
経
」
が
他
紙
に
比
較
し
て
か
な
り
特
色
を
も
つ
て
い
る
こ
と
は
、

そ
の
性
格
か
ら
し
て
当
然
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
報
道
記
事
が
か
な
り
多
く
、
そ
れ
に
反
し
て
広
告
が
少
な
い
し
、
マ
ソ
ガ
、
投
書

な
ど
も
か
な
り
少
な
い
。
ま
た
、
「
毎
日
」
が
朝
刊
の
投
書
に
比
較
的
重
点
を
お
い
て
お
り
、
朝
夕
刊
を
通
じ
て
小
説
の
占
め
る
比
率
が
他
紙
よ

り
も
や
や
多
く
、
「
読
売
」
が
解
説
に
比
較
的
力
を
注
い
で
い
な
い
こ
と
も
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
次
に
内
容
に
よ
る
紙
面
構
成
の
分
析
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
第
二
表
に
示
し
た
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
に

よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
新
聞
は
、
「
日
経
」
を
除
い
て
は
、
全
体
と
し
て
文
化
に
関
す
る
内
容
に
も
つ
と
も
大
き
な
紙
面
を
費
し
て
お
り
、
次
い
で

社
会
、
経
済
、
外
国
、
政
治
の
順
を
示
し
て
い
る
が
、
わ
ず
か
に
「
読
売
」
だ
け
が
経
済
と
社
会
と
の
順
位
が
逆
に
な
つ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ

る
。
一
方
、
「
日
経
」
は
そ
の
性
格
通
り
、
経
済
に
関
す
る
内
容
を
他
紙
の
三
な
い
し
四
倍
も
多
く
扱
つ
て
い
る
が
、
文
化
、
社
会
．
運
動
、
外

交
な
ど
に
つ
い
て
の
内
容
が
他
紙
よ
り
も
か
な
り
少
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
小
さ
な
点
で
の
「
日
経
」
以
外
の
各
紙
の
相
違
を
ひ
ろ
つ
て
み
る
に
、
政
治
に
関
す
る
内
容
は
、
朝
刊
で
は
「
毎
日
」
が
比
較
的
多

く
、
夕
刊
で
は
「
朝
日
」
が
比
較
的
多
く
、
全
体
と
し
て
は
「
読
売
」
が
少
な
い
．
ま
た
、
家
庭
に
つ
い
て
の
内
容
は
、
朝
刊
で
「
朝
日
」
が
や

や
少
な
く
、
夕
刊
で
は
「
読
売
」
が
や
や
多
く
、
全
体
と
し
て
も
「
読
売
」
が
比
較
的
多
い
。
そ
の
他
の
点
で
は
、
朝
刊
で
は
、
運
動
に
関
す
る

内
容
が
「
毎
日
」
で
他
紙
よ
り
も
や
や
多
く
、
夕
刊
で
は
文
化
に
関
す
る
内
容
が
「
毎
日
」
に
比
較
的
多
く
、
社
会
に
つ
い
て
の
内
容
が
「
朝

日
」
に
比
較
的
多
く
、
全
体
と
し
て
は
経
済
に
つ
い
て
の
内
容
が
「
朝
日
」
で
や
や
少
な
い
こ
と
な
ど
が
、
一
応
指
摘
し
得
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
新
聞
の
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る
研
究
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（
一
一
二
五
）
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さ
て
、
こ
の
よ
う
な
構
成
上
の
一
般
的
傾
向
を
も
つ
各
新
聞
が
、
最
近
の
大
ぎ
な
問
題
の
一
つ
で
あ
る
大
学
紛
争
に
関
す
る
報
道
を
ど
の
よ
う

に
扱
つ
て
い
る
か
の
測
定
を
、
一
つ
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
行
つ
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
次
に
述
べ
よ
う
。

　
◇
大
学
紛
争
問
題
に
つ
い
て
の
傾
向

　
新
聞
の
大
学
紛
争
問
題
の
扱
い
に
つ
い
て
も
各
種
の
測
定
を
行
つ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
各
紙
の
＠
　
関
係
記
事
件
数
、
⑥
　
そ
の
記

事
の
形
式
、
＠
　
ト
ッ
プ
扱
い
の
件
数
、
お
よ
び
⑥
関
係
記
事
の
全
紙
面
に
占
め
る
面
積
比
に
つ
い
て
比
較
検
討
を
加
え
て
お
こ
う
。
な
お
、

ト
ッ
プ
扱
い
と
い
う
の
は
紙
面
の
右
上
部
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
の
記
事
の
扱
い
の
上
で
の
重
要
性
を
示
す
一
つ
の
指
標
と

　　第二表　紙面構成内容による分類　（単位％）

A　朝刊

日経読売毎日朝日1＼1内容コード
5，36

0．54

27．24

1．42

4．44

7．82

3．28

0．82

1．04

3．45

44．25

0．34

4．77

1．24

7。28

0，60

5．72

12．98

5．72

0．80

4．98

6．65

48．74

0．51

6．54

1．09

7．05

0．57

5．06

11．34

8．35

0．52

4．93

7，28

46。75

0，49

5．05

0．63

6．76

0．90

5．56

12．05

7．80

0．70

3．78

6．78

49．64

0．34

A政　　治
B外　　交
C経　　済
D運輸通信

国
化
会
働
庭
動
告
告

　
　
　
　
　
　
　
　
社

　
　
　
　
　
　
　
　
字

外
文
社
労
家
運
広
題

E
F
G
H
I
J
K
L

B　夕刊

日経弐＝ヒ肖冗冗毎日朝日
コード

3．75

0．62

19．59

0．99

8．71

9．90

4。93

1．03

8．27

1．10

40．69

0．42

2．43

0．57

7．47

0．97

6．47

13．83

7．61

0．81

2，50

1．49

55．47

0．35

2．29

0．77

7．91

0．61

6．85

16．26

8．44

0．49

0．99

1．24

53．76

0．36

3．95

0，76

6．14

0．31

6．78

13．63

10．87

0．88

1．15

1，52

53．72

0．28

A
B
C
D
E
F
G
E

I
J
K
L



な
り
得
る
、
と
い
う
前
提
の
も
と
に
つ
け
加
え
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
報
道

記
事
に
つ
い
て
は
、
そ
の
中
に
小
見
出
し
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
部
分
は
独
立
し

た
一
件
と
し
て
扱
つ
た
し
、
マ
ン
ガ
に
つ
い
て
も
、
そ
の
素
材
が
大
学
紛
争
に

関
連
あ
る
も
の
は
こ
の
測
定
に
加
え
て
扱
つ
た
。

　
さ
て
、
第
三
表
は
、
大
学
紛
争
に
関
す
る
内
容
の
も
の
の
総
件
数
、
形
式
分

類
に
よ
る
件
数
、
お
よ
び
ト
ッ
プ
扱
い
の
件
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
そ
の
総
件
数
に
お
い
て
は
「
毎
日
」
が
も
つ
と
も
多
く
、
次
い
で
「
読

売
」
「
朝
目
」
の
順
と
な
り
、
「
日
経
」
が
か
な
り
少
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
報
道
で
は
「
日
経
」
を
除
い
て
各
紙
と
も
大
同
小
異
で
あ
る
が
、
社

扱
つ
て
お
り
、
と
く
に
解
説
記
事
で
そ
の
傾
向
が
強
い
。
ま
た
マ
ソ
ガ
で
は
、

大
学
紛
争
が
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
「
読
売
」
に
圧
倒
的
に
多
い
。
　
一
方
、
「
目

経
」
で
は
．

　
一
方
、
大
学
紛
争
に
関
す
る
内
容
の
全
紙
面
に
対
す
る
面
積
比
は
、

体
に
対
し
て
も
、
ま
た
解
説
記
事
、
投
書
、
マ
ン
ガ
の
い
ず
れ
に
対
し
て
も

お
け
る
割
合
で
一
番
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
．
逆
に
、
す
べ
て
を
通
じ
て
「
日
経
」

「
読
売
」
に
比
較
し
て
い
ず
れ
も
か
な
り
少
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　
こ
れ
ら
か
ら
み
る
限
り
に
お
い
て
は
、
大
学
紛
争
に
関
す
る
内
容
の
扱
い
は
、

　
　
　
新
聞
の
傾
向
に
関
す
る
研
究

説
、
解
説
、
お
よ
び
投
書
に
つ
い
て
は
、
「
毎
日
」
が
他
紙
よ
り
も
非
常
に
多
く
　
　
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C

日経毎日朝日
コード

4．89

0．56

25．00

1．29

5．69

8．43

3．76

0，88

3．16

2．76

43．20

0．38

3．95

1。00

7．35

0．73

5．99

13．28

6．38

0．81

4．11

4．83

15．11

0．45

5．07

0．98

7．34

0．59

5．68

13．06

8．38

0．51

3．57

5．20

49．17

0．45

4．68

0．67

6．55

0．70

5．98

12．60

8．86

0．76

2．88

4．97

51．04

0．32

A
B
C
D
E
F
G
H

I
　
J
　
K
　
L

社
説
・
投
書
・
マ
ソ
ガ
で
は
大
学
紛
争
を
一
件
も
扱
つ
て
い
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
表
に
示
す
よ
う
な
結
果
を
得
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
割
合
は
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
読
売
」
の
量
が
も
つ
と
も
多
く
、
「
毎
日
」
が
わ
ず
か
に
社
説
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
量
が
一
番
少
な
く
、
ま
た
「
朝
日
」
の
そ
れ
が
「
毎
日
」

「
日
経
」

が
も
つ
と
も
消
極
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　

（
一
一
二
七
）



第三表　大学紛争記事の形式分類別件数

新
聞
の
傾
向
に
関
す
る
研
究

計投書1マンガ解説
記事

2585

2892

26917

173O21　　　　0

社説報道

3

4

2

日
293

　　　 　（1b）

　　　　　197
日　
　　　　　（2①

士　　　207
冗　　（19）

経
152

　　　　（12）

朝

毎

読

日

（）内はトップで扱われた件数

第四表　大学紛争記事が占める割合（面積）

1全紙面蕪 社説蕪投 書投説
事
　
　
L
　
　
2
一
　
4
。

解
記

L

　　　　　　　1

　　　4．74　　　4．88

　　　5．10　　　10．29

　　　4．91　　　　5．34

　　　2．63　　　　1．83

1．65

2．01

2．24

1．28

日
　
日
　
売
　
経

朝
　
毎
　
読
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
　
　
（
一
一
二
八
）

と
も
か
く
、
他
の
二
紙
に
比
較
し
て
「
朝
日
」
が
や
や
少
な
く
扱
つ
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
．
ま
た
「
毎
日
」
は
件
数
に
お
い
て
も
つ
と

も
多
い
が
、
面
積
で
は
「
読
売
」
ほ
ど
多
く
な
く
、
し
た
が
つ
て
扱
う

度
数
は
多
い
が
、
個
々
の
記
事
が
小
さ
く
扱
わ
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
逆
に
、
「
読
売
」
は
扱
つ
た
件
数
は
少
な
く
と
も
、

個
々
の
記
事
に
比
較
的
大
き
な
紙
面
を
さ
い
て
扱
つ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
敢
て
つ
け
加
え
る
な
ら
ば
、
社
説
、
解
説

記
事
で
「
毎
目
」
の
件
数
が
も
つ
と
も
多
く
、
社
説
の
面
積
が
や
は
り

も
つ
と
も
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
大
学
紛
争
に
つ
い
て
は
「
毎
日
」
が

も
つ
と
も
積
極
的
に
論
じ
、
分
析
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
、
投
書
の
分
析

◇
分
析
の
目
的
と
対
象

新
聞
へ
の
投
書
が
、
送
り
手
た
る
新
聞
社
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ヨ
ソ
に
対
す
る
受
け
手
た
る
読
者
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
・
バ
ッ
ク
の
手
段
と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま

た
、
投
書
を
克
明
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
の
新
聞
が
カ
バ
ー
し
て
い
る
範
囲
の
社
会
の
実
態
や
そ
の
成
員
の
日
常
生
活
の
状
態
ま
で
も

あ
る
程
度
推
測
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
．
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
辻
村
明
氏
は
、
ソ
連
の
「
プ
ラ
ウ
ダ
」
と
「
朝
日
」
の
投
書
の
内
容
分



析
を
行
い
、
そ
の
量
的
、
質
的
比
較
を
試
み
て
い
る
が
、
こ
の
研
究
で
は
、
方
法
論
的
に
は
そ
れ
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
時
に
は
そ
の
ま

ま
踏
襲
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
研
究
で
と
く
に
投
書
の
分
析
を
意
図
し
た
の
は
、
各
新
聞
に
よ
つ
て
投
書
の
処
理
の

仕
方
に
ど
の
よ
う
な
相
違
が
み
ら
れ
る
か
、
ま
た
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
あ
る
程
度
は
そ
の
新
聞
の
特
色
や
傾
向
を
推
測
し

得
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
よ
う
に
考
え
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
分
析
の
対
象
と
し
た
の
は
、
「
朝
日
」
「
毎
日
」
「
読
売
」
の
三
大
紙
の
投
書
欄
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
特
殊
な
例
と
し
て
、
日

本
共
産
党
機
関
紙
「
赤
旗
」
を
も
こ
れ
に
つ
け
加
え
た
。
調
査
の
期
間
は
、
昭
和
四
三
年
九
月
一
日
か
ら
九
月
三
〇
日
ま
で
の
一
ケ
月
間
で
あ
る

が
、
こ
の
一
ヶ
月
間
に
お
け
る
全
投
書
（
紙
面
に
掲
載
さ
れ
な
か
つ
た
も
の
を
含
む
）
に
つ
い
て
各
社
か
ら
得
た
資
料
に
つ
い
て
も
分
析
を
行
つ
た
．

も
つ
と
も
、
「
赤
旗
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
資
料
が
得
ら
れ
な
か
つ
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
は
除
外
し
た
。

　
◇
分
析
の
方
法

　
こ
こ
で
は
、
各
紙
へ
の
総
投
書
者
お
よ
び
掲
載
投
書
の
投
稿
者
に
つ
い
て
の
個
人
的
特
性
を
知
る
た
め
に
、
ま
ず
そ
の
性
別
、
年
令
別
、
職
業

別
の
分
類
を
行
つ
た
。
次
い
で
、
総
投
書
な
ら
び
に
掲
載
投
書
に
つ
い
て
内
容
別
に
分
類
し
、
各
紙
の
比
較
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場

合
、
総
投
書
に
つ
い
て
は
、
各
社
が
発
表
し
て
い
る
分
類
コ
ー
ド
を
用
い
、
掲
載
投
書
に
関
し
て
は
、
前
述
し
た
新
聞
の
構
成
分
析
に
お
け
る
も

の
と
同
じ
コ
ー
ド
を
用
い
た
．
ま
た
、
こ
こ
で
も
、
投
書
欄
の
ト
ッ
プ
（
右
上
隅
）
に
掲
載
さ
れ
た
投
書
に
つ
い
て
の
内
容
に
よ
る
分
類
を
も
試
み

た
。
最
後
に
、
投
書
の
発
想
法
に
ょ
る
分
析
を
行
つ
た
。
そ
れ
は
社
説
、
投
書
な
ど
が
そ
れ
に
ょ
つ
て
ど
の
よ
う
な
意
図
を
示
そ
う
と
し
て
い
る

か
、
つ
ま
り
、
そ
の
内
容
が
何
も
の
か
へ
の
賞
讃
な
の
か
、
批
判
な
の
か
、
あ
る
い
は
説
明
な
の
か
、
と
い
う
よ
う
な
意
図
に
し
た
が
つ
て
分
類

す
る
方
法
で
あ
る
．
な
お
、
こ
れ
ら
の
投
書
の
分
析
の
結
果
は
、
す
べ
て
そ
の
面
積
で
は
な
く
、
件
数
に
よ
つ
て
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
つ
け

加
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
◇
分
析
の
結
果

　
　
　
新
聞
の
傾
向
に
関
す
る
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
　
（
一
一
二
九
）



第五表　全投書者の性別

新
聞
の
傾
向
に
関
す
る
研
究

一
八
　
　
（
一
二
二
〇
）

男 女
個人でな
いものま
たは不明

計

朝　　　　日
4，182

（590）

2，872

（4α6）

　15

（0．4）

7，072

毎　　　　目
5，890

（56．8）

4，481

（4a2）

10，371

動　　　　　　　　　　士
面冗　　　　　　冗

1，432

（69．2）

　637
（30．8）

2，069

日　　　経 発表していない。

（）内は％

第六表　掲載投書投稿者の性別

計

157

150

132

170

女
個人でな
いものま
たは不明

　28
（17．8）

　5

（3．1）

　32
（21，3）

　7

（生7）

　29
（22．O）

　5

（3，7）

　48
（28．2）

　16

（9．4）

男

　　124

（78．9）

　　111

（74。0）

　　　98

（74．3）

　　106

（62．4）

日朝

目毎

売読

旗赤

（）内は％

　
新
聞
社
か
ら
得
た
総
投
書
数
、
投
稿
者
に
関
す
る
資
料
、
と
く
に
「
毎
日
」
と
「
読
売
」
と
の
そ
れ
に
は
多
少
疑
わ
し
い
点
が
な
い
で
も
な
い

が
、
と
も
か
く
も
、
投
書
者
の
個
人
的
特
性
に
つ
い
て
分
析
を
行
つ
た
結
果
、
ま
ず
性
別
で
は
第
五
表
お
よ
び
第
六
表
の
如
く
と
な
つ
た
。
す
な

わ
ち
、
投
書
投
稿
者
の
総
数
で
は
、
「
毎
日
」
が
圧
倒
的
に
多
く
、
「
読
売
」
が
極
端
に
少
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
も

の
は
、
「
赤
旗
」
が
他
紙
に
比
し
て
や
や
多
く
、
「
読
売
」
が
や
や
少
な
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
．
「
毎
日
」
に
投
稿
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
前

述
し
た
構
成
分
析
の
結
果
に
お
い
て
も
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
「
毎
日
」
が
投
書
に
比
較
的
重
点
を
お
い
て
い
る
こ
と
の
反
映
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
性
別
で
は
、
各
紙
と
も
に
総
投
稿
者
数
で
も
、
掲
載
投
書
投
稿
者
数
で
も
、
女
性
よ
り
も
男
性
が
か
な
り
上
廻
つ
て
い
る

が
、
掲
載
さ
れ
た
投
書
は
総
投
書
に
お
け
る
割
合
よ
り
も
か
な
り
多
く
男
性
に
よ
る
も
の
と
な
つ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。



計

157

150

132

その他

　　　5

（3．1）

　　21

（14．0）

　　　5

（3．8）

第七表掲載投書投稿者の年令

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代

9 19 29 38 26 25 6
朝　日

（5．7） （12。1） （18．2） （24．2） （16，6） （15．9） （3．8）

5 15 28 27 23 24 7
毎　日

（3．3） （1α0） （1a7） （18．0） （15．3） （16．O） （4．7）

拙　　　出 5 17 40 31 13 12 9
両冗　　冗

（3．8） （12．9） （30。3） （23，5） （9．8） （9．1） （6．8）

）

）

）

赤旗1明記されていない。

新
聞
の
傾
向
に
関
す
る
研
究

第八表掲載投書者の職業

計

157

150

132

その他

　　　5

（3，1）

　　15

（10．0）

　　　7

（5．3）

職無

　　11

（7．O）

　　13

（8．7）

　　　5

（1L3）

学生

　　20

（12．2）

　　10

（6。7）

　　12

（9．1）

主婦

　　16

（10．2）

　　22

（14．7）

　　22

（16．7）

農林
漁業

　　4

（2．5）

　　4

（2．7）

　　5

（3．8）

商工
自営

　　6

（3．8）

　　2

（1．3）

　　6

（4．5）

職務労

　　5

（3．1）

　　1

（0．7）

　　7

（5．3）

暮由蓮事務職

　55　　35
（35．1）（22．3）

　31　　52
（20．7）　　（34．7）

　　10　　　48

（7．6）（36．4）　（

明記されていない赤
旗

さ
て
、
次
に
紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
投

書
の
投
稿
者
の
年
令
別
な
分
類
で
あ
る

が
、
そ
の
結
果
は
第
七
表
に
示
し
た
如

く
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
各
紙
と

も
に
三
〇
代
、
四
〇
代
の
者
の
投
書
が

比
較
的
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、

「
読
売
」
で
は
三
〇
代
、
次
い
で
四
〇

代
の
者
の
投
書
が
、
他
の
世
代
の
そ
れ

に
比
較
L
て
と
く
に
多
く
採
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
同
様
に
掲
載
投
書
投
稿
者
の

職
業
別
の
分
析
の
結
果
は
、
第
八
表
の

如
く
と
な
つ
た
．
こ
の
結
果
か
ら
す
る

な
ら
ば
、
「
朝
日
」
で
は
自
由
・
管
理

職
の
も
の
が
も
つ
と
も
多
く
、
次
い
で

事
務
職
の
も
の
と
な
つ
て
お
り
、
他
紙

に
比
し
て
自
由
・
管
理
職
の
も
の
が
か

な
り
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。
「
毎
日
」

　
　
　
一
九
　
（
一
二
二
一
）



三
紙
の
八

）
表
の
よ

で
は
、
諾

以
下
政

国
際
、

　
ロ
ロ
　
　
　
　
　
　
む

　
朝
　
　
　
ポ

　
ー
　
社
　
ス
　
国
　
交

「
朝
日
」
「
毎
日
」
「
読
売
」
の
一
、

れ
た
投
書
に
つ
い
て
は
第
一
〇

比
較
で
き
な
い
が
、
「
朝
日
」
嘱

は
、
社
会
問
題
が
一
番
多
く
、

教
育
、
農
業
、
経
済
、
政
治
、

第九表　全寄稿投書の内容による分類

　　　　　　　投書総数7072
社　　　会 645 政　　　治 1149 経　　　済 212

スポーツ 163 文　　　化 94 教　　　育 798

国　　　際 1136 行　　　政 1008 鉄　　　道 263

交　　　通 495 保　　　健 189 通　　　信 175

そ　の　他 745

新
聞
の
傾
向
に
関
す
る
研
究

薩
万

投
書
に
つ
、

・
な
結
果
を

治
問
題
が
・

旧
、
外
交
、

月
交
の
順
を

外治政う全（2）毎日 投書総数10871

い
て
は
薗

こ
得
た
。

も
つ
と
・

経
済
．

巳
示
し
て

会

⊥
父

教　育

3564

1213

766

治政

スポーツ

旨の他

1887

148

722

経　済

文　化

1197

874

　
　
　
塑
皿

　
　
　
会
　
治

　
売
　
読
　
ー
　
社
　
政

　
侶

第
九
表
の
よ
う
ユ

全
投
書
に
つ
い

も
多
く
、
次
い

文
化
の
順
と
た

」
い
る
。

投書総数2069

う
な
、
そ
・

ノ
い
て
は
、

い
で
国
際

し
な
り
、
「
弛

マス。コミ

関　係
32

67ツ「ポスう
し
て

各
社
に

・
行
政

読
売
」
’

文化・教育

労働・衛生

科　学

272

102

14

農業・経済

娯　楽
国際・外交

193

18

98

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
　
（
一
＝
二
二
）

で
は
、
事
務
職
の
も
の
が
も
つ
と
も
多
く
、
次
い
で

自
由
・
管
理
職
の
も
の
と
な
つ
て
い
る
が
、
労
務
職

や
商
工
自
営
者
の
も
の
が
比
較
的
少
な
い
。
ま
た
、

「
読
売
」
で
は
、
も
つ
と
も
多
い
の
が
事
務
職
で
、

次
い
で
主
婦
、
無
職
の
も
の
が
多
く
採
用
さ
れ
て
い

る
が
、
自
由
・
管
理
職
の
も
の
は
わ
ず
か
に
七
・
六

％
に
す
ぎ
ず
、
他
紙
に
比
較
し
て
極
端
に
少
な
い
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
一
体
何
を
反

映
し
て
い
る
の
か
は
に
わ
か
に
断
じ
が
た
い
が
、
そ

こ
に
各
紙
の
読
者
層
の
特
性
と
同
時
に
、
各
社
の
方

針
な
り
傾
向
な
り
が
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
投
書
内
容
に
つ
い
て
の
分
析
で
あ
る
が
．

こ
の
三
紙
に
「
赤
旗
」
を
加
え
た
四
紙
に
掲
載
さ

一
よ
つ
て
分
類
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
異
る
の
で
単
純
に

・
教
育
・
社
会
の
順
と
な
つ
て
お
り
、
「
毎
日
」
で

で
は
、
社
会
問
題
が
圧
倒
的
に
多
く
、
次
い
で
文
化
、



第一〇表　掲載投書の内容による分類

新
聞
の
傾
向
に
関
す
る
研
究

朝　日

毎　日

ま　　 ま舜冗　冗

赤旗

政治

6
（3．8）

15

（10．0）

12

（91）

12

（7．1）

外交

1
（O．6）

1
（0．7）

0
（0）

4
（2．6）

経済

25

（15．9）

13

（8．7）

16

（11．8）

22

（12．9）

運輸・

通信

11

（7．0）

24

（16．O）

16

（1L8）

6
（3．5）

外国

17

（10．8）

4
（2．7）

4
（3．0）

1
（O．6）

文化

42

（26，8）

20

（13．3）

22

（16．8）

13

（8．2）

会社

42

（26．8）

63

（42，0）

39

（29．8）

労働

1
（0．6）

6
（4．0），

8
4

　
（
0

　
（

76　35
（4生7） （2α1）

家庭

5
（3．1）

4
（2．7）

9
（6．8）

O
（0）

運動

7
（4。5）

O
（0）

6
（4．5）

1
（0．6）

計

157

150

！32

170

（）内は％

第一一表　トップに掲載された投書の内容による分類

政治 外交

朝　　日 3
（1a5）
O

毎　　日 3
（
12．5）

0

読　　売 3
（
12．5）

O

赤　　旗 2
（ag）
1
（3．4）

経済

4
（16．7）

　1
（42）

6
（25．0）

5
（17．2）

運輸・

通信
外国 文化

　2

（a3）

　3
（12．5）

　1

（生2）

　2

（8．3）

O 　3
（12．5）

　1

（42）

0 　1
（4．2）

　1

（3．4）

　1

（3．4）

O

社会

9
（37．5）

12

（50．0）

10

（41．7）

15

（51．7）

動
　
O

労

1
（4．2）

2
（8．3）

4
（13．8）

埜
。

2
（8．3）

1
（4，2）

O

運動

2
（8。3）

0

O

O

計

24

24

24

20

第一二表投書の発想法

（

日
日
売
旗

朝
毎
読
赤

賞讃

　4
（2．6）

　3
（2．0）

　9
（6．8）

　7
（4．O）

批判

　67
（42．6）

　84
（56，0）

　64
（48．6）

106

（62．4）

賞讃・

批　判
説　明 感　謝

　1

（0．6）

14

（8．9）
2
（1．2）

　2

（1，3）
7
（47）

O
（
0）

　2

（1，6）

12

（9．1）
O
（
0）

　3

（1。7）
8
（47）

15

（8．8）

釈明

　6
（3．8）

　9
（ao）

　9
（6．8）

　0
　（O）

紹介・

提案

　63
（40，1）

　45
（30。O）

　36
（27．2）

　37
（18．2）

計

157

150

132

170



　
　
　
新
聞
の
傾
向
に
関
す
る
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
　
（
一
一
三
四
）

　
一
方
、
実
際
に
紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
投
書
の
内
容
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
「
朝
日
」
で
は
、
文
化
、
社
会
、
経
済
の
順
で
多
く
採
用
さ
れ
て

い
る
が
、
他
紙
に
比
較
し
て
経
済
、
外
国
、
お
よ
び
文
化
に
関
す
る
内
容
の
投
書
を
多
く
掲
載
し
て
い
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
「
毎
日
」
で
は
、

社
会
、
運
輸
、
通
信
、
文
化
の
順
と
な
つ
て
い
る
が
、
他
紙
に
比
較
す
れ
ば
政
治
、
社
会
、
運
輸
通
信
の
問
題
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

経
済
に
関
す
る
内
容
の
も
の
の
採
用
が
少
な
い
と
い
え
る
。
「
読
売
」
に
つ
い
て
は
、
社
会
に
関
す
る
も
の
が
も
つ
と
も
多
く
、
次
い
で
文
化
、

経
済
、
運
輸
、
通
信
の
順
と
な
つ
て
い
る
が
、
一
応
、
平
均
し
て
他
の
問
題
に
つ
い
て
も
投
書
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
．
　
一
方
、

「
赤
旗
」
の
場
合
は
、
社
会
と
労
働
に
関
す
る
内
容
の
投
書
が
非
常
に
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
点
に
特
色
が
み
ら
れ
る
。

　
な
お
、
投
書
に
つ
い
て
も
、
投
書
欄
の
ト
ッ
プ
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
に
ょ
る
分
類
を
試
み
て
み
た
。
そ
の
結
果
は
第
一

一
表
の
如
く
に
な
つ
た
が
、
こ
れ
か
ら
み
る
限
り
で
は
、
ほ
と
ん
ど
意
味
あ
る
傾
向
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。

　
最
後
に
、
投
書
の
発
想
法
に
も
と
づ
く
分
析
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
は
第
一
二
表
に
示
し
た
よ
う
な
も
の
と
な
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
各
紙
を
通

じ
て
、
も
つ
と
も
多
い
も
の
は
「
批
判
」
の
た
め
の
投
書
で
あ
り
、
次
い
で
多
い
の
が
「
紹
介
、
提
案
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
が

圧
倒
的
に
多
く
の
割
合
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
各
紙
別
で
は
、
「
赤
旗
」
が
「
批
判
」
に
関
す
る
も
の
を
非
常
に
多
く
採
用
し
、
「
紹

介
・
提
案
」
に
関
す
る
内
容
の
も
の
が
比
較
的
少
な
い
こ
と
、
ま
た
、
「
毎
日
」
に
「
批
判
」
を
目
的
と
す
る
も
の
が
他
紙
に
比
較
し
て
や
や
多

く
、
「
朝
日
」
で
は
「
紹
介
・
提
案
」
に
関
す
る
も
の
が
か
な
り
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
「
読
売
」
が
、
こ
の
面
で
も
比
較
的
平

均
し
て
い
ろ
い
ろ
な
内
容
の
も
の
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
一
応
、
指
摘
で
き
る
。

四
、
署
名
入
り
記
事
の
分
析

◇
分
析
の
目
的
と
対
象

わ
が
国
の
新
聞
に
も
、
か
な
り
多
く
の
署
名
入
り
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
図
に
ょ
つ
て
選
択
さ
れ
、
ど
の
よ
う



な
内
容
、
筆
者
の
も
の
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
を
分
析
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、
そ
の
新
聞
の
傾
向
を
把
握
す
る
一
つ
の
手
が
か
り
に
な
る
こ
と
は

否
定
で
き
な
い
。
あ
る
一
定
の
イ
デ
オ
・
ギ
ー
な
り
傾
向
を
も
つ
人
達
の
寄
稿
の
み
を
掲
載
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
新
聞
の
偏
向
を
云
々

第一三表　署名入り記事の内容による分類

計労働社会タト国
運輸・

通　信経済外交政治

30

16

掲
3
0
2
1

0
　
　
1
　
　
0
　
　
0
　
　
2

1426711332

8
2

八
∪
　
　
－
　
　
　
》
　
　
∩
V
　
ハ
》

0
1
1
1

3
3

O
　
　
O
　
　
O
　
　
l
　
　
O

3
8
7
1
1

3

目
日
売
経
旗

朝
毎
読
日
赤

11333028118132『
ド
歯
『
三
一
口

100％2．7％26．5％23．9％O．9％15．9％O．9％28％％

新
聞
の
傾
向
に
関
す
る
研
究

さ
れ
る
理
由
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
研
究
で
は
、
署
名
入
り

記
事
に
つ
い
て
．
ど
の
よ
う
な
筆
者
の
い
か
な
る
内
容
の
も
の
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
を
分
析

し
、
そ
れ
に
ょ
つ
て
各
紙
に
な
ん
ら
か
の
傾
向
が
見
い
出
せ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
よ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
、
こ
の
研
究
で
は
、
九
月
一
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
の
一
ヶ
月
に
お
け
る
「
朝
日
」

「
毎
目
」
「
読
売
」
お
よ
び
「
日
経
」
、
そ
れ
に
特
殊
な
事
例
と
し
て
「
赤
旗
」
を
加
え
、
合
計
五

紙
を
分
析
の
対
象
と
し
た
。
そ
の
間
に
掲
載
さ
れ
た
署
名
入
り
記
事
（
投
書
を
除
く
）
全
部
に
つ
い

て
分
析
を
加
え
た
。

　
◇
分
析
の
方
法

　
そ
の
よ
う
な
全
署
名
記
事
に
つ
い
て
、
ま
ず
各
紙
別
に
内
容
に
ょ
る
分
類
を
行
つ
た
が
、
そ
の

際
の
分
類
基
準
は
、
「
新
聞
の
構
成
分
析
」
に
用
い
た
基
準
に
よ
つ
た
。
次
い
で
．
各
紙
に
比
較

的
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
六
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
、
各
紙
別
に
集
計
し
て
み
た
。
最

後
に
、
署
名
入
り
記
事
の
寄
稿
老
に
つ
い
て
の
分
類
を
行
つ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
の
分
類
基

準
と
し
て
は
、
ω
官
僚
、
＠
政
治
家
、
の
大
学
教
師
（
教
授
、
助
教
授
、
講
師
を
含
む
）
、
◎
財
界
人
．

㈲
評
論
家
、
＠
研
究
者
（
調
査
機
関
の
研
究
員
な
ど
）
、
㊦
新
聞
人
（
編
集
委
員
・
論
説
委
員
な
ど
）
、
㈱

外
国
人
、
㊥
審
議
会
委
員
、
お
よ
び
㈱
そ
の
他
、
肩
書
き
な
し
、
の
一
〇
を
用
い
た
．
な
お
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
（
一
二
二
五
）



　
　
　
新
聞
の
傾
向
に
関
す
る
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
　
（
一
コ
ニ
六
）

こ
で
も
、
す
べ
て
が
そ
の
件
数
と
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る
。

　
◇
分
析
の
結
果

　
ま
ず
、
署
名
入
り
記
事
の
内
容
に
ょ
る
分
類
で
あ
る
が
、
第
二
二
表
に
示
し
た
よ
う
な
結
果
を
得
た
。
す
な
わ
ち
、
全
体
と
し
て
は
「
朝
日
」

と
「
日
経
」
に
署
名
入
り
記
事
が
多
く
、
「
毎
日
」
と
「
読
売
」
に
少
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
．
「
赤
旗
」
に
つ
い
て
は
、
朝
刊
し
か
発
行
さ
れ
て

お
ら
ず
、
そ
れ
も
他
紙
よ
り
も
ぺ
ー
ジ
数
が
少
な
い
こ
と
を
考
慮
に
容
れ
る
な
ら
ば
、
署
名
入
り
記
事
が
か
な
り
の
比
重
を
占
め
て
い
る
と
い
わ

な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
各
紙
に
つ
い
て
み
る
に
、
「
朝
日
」
で
は
社
会
問
題
と
外
国
の
間
題
に
つ
い
て
の
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
半
数
近
く
を
占

め
て
お
り
、
他
に
は
政
治
問
題
に
関
す
る
三
件
が
あ
つ
た
に
す
ぎ
な
い
．
社
会
問
題
で
は
、
水
銀
中
毒
事
件
に
つ
い
て
、
当
時
政
府
見
解
が
解
説

記
事
と
し
て
扱
わ
れ
た
関
係
も
あ
つ
て
か
、
と
く
に
三
回
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
．
「
毎
日
」
で
は
、
政
治
問
題
が
全
体
の
半
数
を
占
め
、
他

紙
に
比
較
し
て
も
多
い
が
、
社
会
問
題
、
外
国
問
題
に
つ
い
て
は
「
朝
日
」
「
日
経
」
に
比
し
て
か
な
り
少
な
い
と
い
え
る
．
「
読
売
」
も
傾
向
と

し
て
は
、
「
毎
日
」
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

　
一
方
、
「
日
経
」
は
、
そ
の
経
済
紙
と
し
て
の
性
格
か
ら
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
経
済
問
題
に
関
す
る
内
容
が
半
数
近
く
を
占
め
て

お
り
、
他
紙
に
比
較
し
て
も
圧
倒
的
に
多
い
。
ま
た
、
外
国
問
題
、
社
会
問
題
に
つ
い
て
の
も
の
が
「
朝
目
」
に
つ
い
で
多
く
、
他
の
三
紙
と
比

較
し
て
か
な
り
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
「
赤
旗
」
は
、
そ
の
政
党
機
関
紙
と
し
て
の
性
格
か
ら
し
て
十
分
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ

る
が
、
政
治
問
題
に
関
す
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、
次
い
で
経
済
問
題
、
労
働
問
題
、
外
国
問
題
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
他
の
一
般
紙
と
は
か

な
り
特
色
を
も
つ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
各
紙
で
い
ろ
い
ろ
と
取
り
上
げ
ら
れ
た
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
う
ち
、
チ
ェ
コ
問
題
、
社
会
党
再
建
、
食
管
制
度
、
自
民
党
総
裁
選
挙
、
大
学

自
治
、
お
よ
び
公
害
の
六
つ
に
つ
い
て
分
析
を
行
つ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
っ
い
て
は
次
の
第
一
四
表
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
た
．
取
り
上



げ
た
総
数
が
絶
対
的
に
少
な
か
つ
た
た
め
に
、

く
、
つ
い
で
チ
ェ
コ
問
題
が
扱
わ
れ
て
お
り
、

第一四表

チ　ェ　コ

問　　題
社党再建 公　　害 大学自治

食管制度
（米価値上）

総裁選挙

朝　日

毎　日

妻f　　ゴ？
印ロ　ワロ

臼　経

赤　旗

2
2
1
1
1

0
4
5
1
1

3
1
0
1
0

O
O
1
3
1

2
0
1
0
0

1
1
1
0
0

計 7 11 5 5 3 3

第一五表

余
り
明
確
な
差
は
み
ら
れ
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
全
体
で
は
社
会
党
再
建
問
題
が
も
つ
と
も
多

こ
の
二
つ
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
の
新
聞
が
、
「
朝
目
」
の
社
会
党
再
建
問
題
を
除
い
て
、
そ
れ
ぞ

計

32

18

24

30

21

125

リ　　ヌ

0　　1

0　　0

1　　0

1　　1

1　　15

3　　17

二
9
。
。
2
。

トへホ二口イ

　1
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　0

　9

　0

∩
乙
　
　
0
　
　
1
　
　
■
⊥
　
　
O

Q
J
　
　
1
　
　
1
　
　
0
　
　
2

　
》
　
　
0
　
　
1
　
　
6
　
　
0

143

m
4
0

∩
乙
　
　
1
　
　
4
　
　
　
》
　
　
Q
J

0
　
　
2
　
　
6
　
　
6
　
　
0

日
日
売
経
旗

朝
毎
読
日
赤

1121477311014計

新
聞
の
傾
向
に
関
す
る
研
究

れ
一
度
は
扱
つ
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
党
再
建
問
題
に
つ
い
て

は
「
毎
日
」
と
「
読
売
」
が
、
チ
ェ
コ
問
題
に
つ
い
て
は
「
朝

日
」
と
「
毎
日
」
が
、
そ
う
し
て
公
害
問
題
で
は
「
朝
日
」
が
、

大
学
自
治
問
題
に
つ
い
て
は
「
日
経
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
他
紙
よ

り
も
比
較
的
多
く
取
り
扱
つ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　
最
後
に
、
署
名
入
り
記
事
の
筆
者
に
よ
る
分
類
で
あ
る
が
、

そ
の
結
果
は
第
一
五
表
に
示
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
．
す
な
わ

ち
、
五
紙
全
体
と
し
て
は
、
大
学
教
師
が
も
つ
と
も
多
く
、
全

体
の
約
四
分
の
一
を
占
め
、
次
い
で
新
聞
人
の
一
六
％
程
度
と

な
つ
て
い
る
．
綿
密
に
は
諸
外
国
の
も
の
と
比
較
し
な
け
れ
ば

云
々
で
き
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
わ
が
国
の
新
聞
に
大
学
教
師

の
寄
稿
が
非
常
に
多
く
、
大
学
教
授
が
評
論
家
と
し
て
の
機
能

を
果
た
す
傾
向
の
強
い
こ
と
、
そ
れ
に
新
聞
社
内
の
人
び
と
に

よ
る
署
名
入
り
記
事
が
比
較
的
少
な
い
と
い
わ
れ
る
こ
と
、
な

ど
が
一
応
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
も
指
摘
し
得
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
　
　
（
一
一
三
七
）



　
　
　
新
聞
の
傾
向
に
関
す
る
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
　
（
一
コ
ニ
八
）

　
と
も
あ
れ
、
各
紙
別
に
み
る
と
、
「
朝
日
」
で
は
大
学
教
師
が
圧
倒
的
に
多
く
、
次
い
で
外
国
人
が
多
い
こ
と
が
目
立
つ
が
、
と
く
に
他
紙
に

比
し
て
外
国
人
の
そ
れ
が
多
い
の
は
毎
週
海
外
論
調
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
「
毎
日
」
は
新
聞
人
が
圧
倒
的
に
多
く
、
逆
に
大
学

教
授
が
少
な
い
。
「
日
経
」
も
こ
の
点
で
は
「
毎
日
」
と
同
様
の
傾
向
が
指
摘
で
き
る
が
、
経
済
紙
と
い
う
性
格
を
反
映
し
て
か
官
僚
と
財
界
人

に
ょ
る
寄
稿
が
多
い
。
「
読
売
」
に
つ
い
て
は
、
「
朝
日
」
と
同
様
に
大
学
教
師
の
論
稿
を
も
つ
と
も
多
く
扱
つ
て
い
る
が
、
新
聞
人
に
よ
る
も
の

が
全
く
な
い
と
い
う
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
．
さ
ら
に
「
赤
旗
」
で
は
、
そ
の
他
の
分
類
に
属
す
る
も
の
が
大
部
分
で
、
他
は
政
治
家
の
三
件
と
評

論
家
の
二
件
を
数
え
る
の
み
で
、
他
紙
と
は
著
し
く
異
つ
た
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
日
本
共
産
党
機
関
紙
と
し
て
、
既
成
の
人
び
と
に
依
存
し

な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
と
も
あ
れ
、
こ
れ
か
ら
知
る
限
り
に
お
い
て
は
、
一
般
の
新
聞
で
は
、
大
学
教
師
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
の
大
き
い
「
朝
日
」
「
読
売
」
で
は
、

社
内
の
新
聞
人
の
寄
稿
が
非
常
に
少
な
く
、
逆
に
大
学
教
師
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
の
少
な
い
「
毎
日
」
「
日
経
」
で
は
、
新
聞
人
自
身
に
よ
る
寄

稿
が
か
な
り
多
い
と
い
い
得
る
の
で
あ
り
、
こ
の
両
者
が
補
完
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
点
で

は
、
各
社
と
も
か
な
り
明
確
な
特
色
を
も
つ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五
、
ニ
ュ
ー
ズ
・
ソ
！
ス
の
分
析

　
報
道
記
事
の
ニ
ュ
ー
ズ
・
ソ
ー
ス
が
ど
こ
で
あ
る
か
は
か
な
り
客
観
的
に
判
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
．
そ
れ
を
数
量
的
に
測
定
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
ま
た
、
そ
の
結
果
に
も
と
づ
い
て
、
そ
の
新
聞
の
取
材
や
報
道
の
方
向
を
推
し
は
か
り
、
そ
れ
に
ょ
つ
て
新
聞
の
傾
向
の
一
つ
の
側

面
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ズ
・
ソ
ー
ス
の
分
析
を
行
つ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の

よ
う
な
分
析
が
新
聞
の
傾
向
を
知
る
す
べ
て
で
は
な
い
が
、
他
の
い
ろ
い
ろ
な
分
析
と
相
侯
つ
て
あ
る
程
度
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
得
る
有
効
な
手

段
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。



　
こ
の
分
析
に
お
い
て
、
そ
の
対
象
と
し
た
の
は
、
昭
和
四
三
年
九
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週
間
の
「
朝
日
」
「
毎
日
」
「
読
売
」
「
日
経
」

の
四
紙
で
あ
る
が
、
分
析
の
性
質
上
す
べ
て
の
記
事
に
つ
い
て
そ
れ
を
行
い
得
な
か
つ
た
の
で
、
・
て
の
間
の
大
学
紛
争
に
関
す
る
報
道
記
事
の
み

に
つ
い
て
分
析
を
行
つ
た
．
そ
の
対
象
と
な
つ
た
サ
ン
プ
ル
数
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
朝
日
」
六
一
件

　
「
毎
日
」
五
五
件

　
「
読
売
」
七
一
件

　
「
日
経
」
四
四
件

第一六表

明記していない件数明記している件数

9
m
9
5

52

45

62

39

日
日
売
経

朝
毎
読
日

新
聞
の
傾
向
に
関
す
る
研
究

　
◇
分
析
の
方
法

　
報
道
記
事
に
は
、
そ
の
ニ
ュ
ー
ズ
・
ソ
ー
ス
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
と
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
が
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
記
事
の
内
容
か
ら
ニ
ュ
ー
ズ
・
ソ
1
ス
を
推
測
し
得
る
も
の
と
で
き
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
し
た
が
つ

て
、
そ
の
よ
う
な
分
析
の
基
準
を
ど
こ
に
お
く
か
が
問
題
と
な
ろ
う
が
、
こ
の
研
究
で
は
「
だ
れ
だ
れ
は
…
…
と
語

つ
た
」
と
か
、
「
…
…
発
表
」
と
か
い
う
よ
う
に
、
そ
の
ソ
ー
ス
が
明
確
な
も
の
の
み
を
集
計
し
て
分
析
す
る
こ
と

に
し
た
。

　
ニ
ュ
ー
ズ
・
ソ
ー
ス
を
明
記
し
た
も
の
と
し
て
い
な
い
も
の
と
の
件
数
は
、
第
一
六
表
に
示
し
た
通
り
で
あ
る

が
、
そ
の
う
ち
の
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
み
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
た
わ
け
で
あ
る
。

　
◇
分
析
の
結
果

　
そ
の
よ
う
な
大
学
紛
争
に
関
す
る
記
事
に
つ
い
て
．
か
な
り
克
明
に
そ
の
ニ
ュ
ー
ズ
・
ソ
ー
ス
を
さ
ぐ
り
、
そ
れ

を
分
類
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
は
第
一
七
表
に
示
さ
れ
た
如
く
と
な
つ
た
。
こ
の
調
査
が
行
わ
れ
た
期
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
　
（
一
＝
二
九
）



第一七表

新
聞
の
傾
向
に
関
す
る
研
究

朝 日 毎 日 芸
貢冗

士
冗

日 経

　文部省・閣議1．

　政府関係
6
　％
8．8 3

　％
4．8 2

　％
2．6 4

　％
7．1

2．警察機関 9 13．2 8 12．9 13 16．9 5 8．9

　大学当局・3．

　学部長会
27 39．5 22 35．4 25 32．4 18 32．2

4．日大弁護士団 1 1．5 1 1．6 3 3．9 1 3．6

5．スト派学生 9 13．3 9 14．7 10 13．0 11 19．6

6．教　授　会 4 5．9 6 9．7 6 7．8 1 1．8

7．一般学生 6 8．9 6 9．7 8 10．4 9 16．1

薯轡瑚
曝大繍攣｝ 1
0

1．5

1
0

1．6

1
1

2．6

1
0

1．8

・麩讐章｝ 0 0 1 1．6 2 2．6 0 0

1α一般市民 3 生5 3 4．8 3 3．9 4 7．1

11．地裁執行官 2 2．9 1 1．6 2 2．6 1 1．8

・曝鳶蓑甕｝ 0 O 1 1．6 O 0 O O

・磁塾欝｝ 0 0 O O 1 1．3 O 0

計 68 100 62 100 77 100 56 100

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
　
（
一
一
四
〇
）

（
九
月
一
日
ー
七
日
）
に
は
、
日
大
紛
争
に
お
け
る
仮
処

分
の
執
行
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
日
大
紛
争
に
関
す
る

報
道
が
そ
の
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
た
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
第
一
七
表
の
ま
ま
で
は
た
だ
ち

に
分
析
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
さ

ら
に
四
つ
の
分
類
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
し
た
が
つ
て
コ
ー
デ

ィ
ソ
グ
を
し
な
お
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
つ

て
第
一
八
表
に
示
し
た
よ
う
な
結
果
を
得
た
。
こ
こ
で

用
い
た
分
類
コ
ー
ド
は
、
＠
国
・
政
府
、
⑥
大
学
当

局
、
⑥
ス
ト
派
学
生
、
お
よ
び
⑥
そ
の
他
の
四
つ
で
あ

る
。　

こ
れ
に
よ
る
と
、
四
紙
と
も
大
差
は
な
く
、
い
ず
れ

も
大
学
当
局
か
ら
も
つ
と
も
多
く
ニ
ュ
ー
ズ
を
得
て
お

り
、
次
い
で
そ
の
他
、
国
や
政
府
．
ス
ト
派
学
生
の
順

と
な
つ
て
い
る
が
、
わ
ず
か
に
「
日
経
」
の
み
が
、
ス

ト
派
学
生
か
ら
の
も
の
と
政
府
筋
か
ら
の
も
の
と
の
順

序
が
逆
に
な
つ
て
い
る
．
し
か
し
な
が
ら
、
仔
細
に
検

討
を
加
え
て
み
る
に
、
「
日
経
」
「
読
売
」
の
二
紙
で



は
、
「
そ
の
他
」
の
ニ
ュ
ー
ズ
・
ソ
ー
ス
か
ら
得
て
い
る
も
の
が
「
朝
日
」
「
毎
日
」
の
二
紙
に
比
較
し
て
比
較
的
多
い
こ
と
が
一
つ
の
特
徴
と

し
て
指
摘
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

　
も
つ
と
も
、
こ
の
分
析
に
関
す
る
限
り
、
前
述
し
た
通
り
、
調
査
対
象
も
わ
ず
か
一
週
間
の
報
道
記
事
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
も
大
学
紛
争
と
い
う

一
つ
の
問
題
に
限
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
、
こ
の
結
果
の
み
を
も
つ
て
た
だ
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
の
新
聞
の
傾
向
に
つ
い
て
云
々
し
得
な
い

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
さ
ら
に
多
く
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
こ
の
種
の
分
析
を
加
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
、
情
動
的
表
現
分
析

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

第一八表

日経
読　　　　・　　＝多f

砂口　　冗毎目朝日
16。0

35．8

19．6

28．6

19．5

36．5

13．0

30．6

17．7

37．0

14．7

21．2

22．0

41。9

13．3

23．8

a
　
　
、
D
　
　
C
　
　
d

100100100100計

新
聞
の
傾
向
に
関
す
る
研
究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位％）

（a）国・政府……文部省，閣議などの政府関係のもの．警

　　　　　　察関係の機関

（b）大学当局　　大学当局，学部長会議など当局側とみら

　　　　　　　れるもの，日大弁護士団も含む

（c）スト派学生

（d）その他

　
◇
分
析
の
目
的
と
対
象

　
情
動
的
表
現
分
析
は
、
文
章
の
中
に
、
情
動
的
な
修
飾
を
ほ
ど
こ
し
た
り
、
情
動

性
を
直
裁
に
表
現
L
て
い
る
個
所
を
求
め
、
そ
れ
を
数
量
的
に
把
握
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
、
そ
の
新
聞
の
傾
向
を
見
い
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
．
こ
の
方
法
は
文

学
的
文
章
の
内
容
分
析
な
ど
に
ょ
く
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
様
の
手
法
を

利
用
し
て
新
聞
記
事
の
内
容
を
分
析
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
．

　
こ
こ
で
分
析
の
対
象
と
し
た
の
は
、
「
朝
日
」
「
毎
日
」
「
読
売
」
お
よ
び
「
赤
旗
」

の
五
紙
で
、
と
く
に
大
学
紛
争
に
関
す
る
記
事
の
う
ち
の
報
道
記
事
、
社
説
、
解
説

記
事
の
全
部
で
あ
る
が
、
昭
和
四
三
年
九
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週
間
に
掲
載

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
各
紙
ご
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
の
件
数
は
第
一
九
表
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
　
（
一
一
四
一
）



　
　
　
新
聞
の
傾
向
に
関
す
る
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
　
（
一
一
四
二
）

　
◇
分
析
の
方
法

　
こ
の
情
動
的
表
現
分
析
は
、
池
内
一
氏
が
「
日
ソ
交
渉
に
関
す
る
記
事
の
分
析
」
で
用
い
て
お
り
、
そ
の
方
法
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ

る
が
、
今
回
の
研
究
で
は
、
そ
れ
に
わ
れ
わ
れ
な
り
の
考
え
方
を
加
え
て
実
施
し
た
．
す
な
わ
ち
、
こ
の
分
析
で
は
、
最
初
か
ら
分
析
の
単
位
を

単
語
に
限
定
せ
ず
、
文
脈
の
中
か
ら
情
動
的
表
現
の
個
所
を
求
め
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
方
法
は
、
同
じ
言
葉
で
あ
つ
て
も
、
分
析
上
の
意
味
が

異
る
も
の
ま
で
カ
バ
ー
で
き
る
利
点
を
も
つ
て
い
る
が
、
同
時
に
、
判
定
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
が
不
明
確
と
な
り
、
分
析
結
果
の
信
頼
性
を
多
少

減
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
判
定
の
基
準
と
し
た
項
目
は
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

gfedcba
　
こ
れ
ら
の
七
項
目
に
該
当
す
る
部
分
を
調
査
対
象
と
し
た
記
事
の
中
よ
り
抽
出
し
、

　
◇
分
析
の
結
果

　
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
ま
ず
報
道
、
解
説
、
社
説
と
い
う
分
類
で
各
紙
ご
と
に
集
計
を
行
つ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
は
第
二
〇
表
に
示
し
た

如
く
で
あ
る
。
全
体
の
件
数
で
は
「
毎
日
」
と
「
読
売
」
と
が
多
く
、
「
朝
日
」
と
「
日
経
」
が
比
較
的
少
な
く
、
「
赤
旗
」
が
と
く
に
少
な
い
わ

命
令
形
の
使
用
（
動
詞
）
…
…
「
～
せ
よ
」
な
ど

最
上
級
詞
の
使
用
（
形
容
詞
）
…
…
「
最
善
の
」
な
ど

強
勢
詞
の
使
用
（
形
容
詞
、
副
詞
、
形
容
動
詞
と
コ
：
テ
ー
シ
ョ
ン
が
つ
い
た
単
語
）
…
…
「
絶
対
に
」
な
ど

慣
用
的
に
悪
い
意
味
の
言
葉
－
…
「
ド
ロ
沼
」
な
ど

感
情
の
生
の
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
個
所
（
直
感
的
に
肌
に
感
じ
さ
せ
る
も
の
）
…
…
「
ギ
ョ
ッ
と
す
る
」
な
ど

強
い
意
志
の
表
現
…
…
「
～
す
べ
き
だ
」
な
ど

大
学
紛
争
に
関
す
る
用
語
で
、
意
昧
の
よ
く
な
い
も
の
…
…
「
ゲ
バ
ル
ト
」
「
ゲ
バ
棒
」
「
フ
ク
面
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
類
を
行
つ
た
の
で
あ
る
。



第一九表

記事総数解説社説報道
＼
＼
形式コ

　　　ード

　　　＼
n
∠
　
7
　

4
　
n
∠
　
だ
Q

6
　

ρ
0
　
7
　

r
D
　
l

Ω
∪
　
『
Q
　
久
》
　
Ω
∪
　
り
Q

　
1

1
　

1
　
0
　
0
　
0

3
　

1
　
8
　
4
　
つ
9

F
D
　
5
　
ρ
0
　
4
　

1

日
日
売
経
旗

朝
毎
読
日
赤

記事総数説解

第二〇表

道匿説報
＼形式コ

　　ード
409

516

501

311

147

65

132

86

75

31

7
　

8
　

0
　

0
　

0

1327

376

415

236

116

日
日
売
経
旗

朝
毎
読
日
赤

新
聞
の
傾
向
に
関
す
る
研
究

表「二第

説

、
！合計
bO、
底談ヒ

解

弓i用記事中計

説社

引用記事中計

道

OO
氏談

報

弓1用記事中計

409

516

501

311

147

　0

23

　9

　0

　0

4
　

8
　

1
　

3
　
8

∩
乙
　
つ
」
　
《
∠
　
－

1
　

1
　

6
　

2
　
り
0

4
　

7
　

5
　
戸
D
　
ウ
ρ

65

132

86

75

31

－
　
O
　
Q
　
O
　
O

6
　

8
　

0
　
八
》
　
0

17
　

8
　

0
　

G
　
O

1∩
∠
　
7
　

7
　
4
　

0

∩
乙
　
厚
1
　
だ
U
　
5
　
0

7
　

7
　

8
　

5
　

7

253

292

322

177

46

327

376

415

236

116

日
日
売
経
旗

朝
毎
読
日
赤

け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
大
学
紛

争
に
関
す
る
記
事
そ
れ
自
体
の

量
と
の
関
連
に
お
い
て
み
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
り
、

そ
れ
が
た
だ
ち
に
各
新
聞
の
傾

向
を
示
し
て
い
る
と
は
い
い
得

な
い
。

　
次
に
、
記
事
中
の
そ
う
し
た

個
所
が
筆
者
自
体
の
表
現
か
、

そ
れ
と
も
引
用
さ
れ
た
部
分
や

他
人
の
談
話
な
ど
の
中
に
含
ま

れ
て
い
る
も
の
か
を
分
け
て
集

計
し
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
そ

の
結
果
は
第
二
一
表
の
如
き
も

の
と
な
つ
た
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
み
る
限

り
に
お
い
て
は
、
さ
ほ
ど
明
瞭

な
傾
向
を
指
摘
す
る
こ
と
は
で

　
三
一
　
　
（
一
一
四
三
）



　
　
　
新
聞
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傾
向
に
関
す
る
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
　
（
こ
四
四
）

き
な
い
の
で
あ
る
が
、
各
紙
が
大
学
紛
争
に
関
す
る
記
事
に
あ
て
た
面
積
比
と
の
関
連
に
お
い
て
考
察
す
る
な
ら
ば
、
「
朝
日
」
が
他
紙
に
比
較

し
て
情
動
的
表
現
を
用
い
る
こ
と
が
少
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
一
応
、
推
測
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

七
、
む
　
す
　
び

　
以
上
、
こ
の
研
究
に
お
い
て
行
つ
た
紙
面
の
量
的
分
析
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
の
結
果
、
見
い
出
さ
れ
た
諸
傾
向
を
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
し
て
来
た
。

そ
の
都
度
述
べ
た
と
こ
ろ
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
結
果
に
お
い
て
、
か
な
り
明
確
な
傾
向
を
見
い
出
し
得
た
も
の
も
あ
る
し
、
必
ず
し
も
明
瞭
な

特
色
を
発
見
し
得
な
か
つ
た
も
の
も
あ
る
．
ま
た
、
主
観
的
、
印
象
的
に
い
わ
れ
て
来
た
と
こ
ろ
を
客
観
的
に
立
証
す
る
結
果
と
な
つ
た
も
の
も

あ
る
し
、
そ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
つ
た
も
の
も
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
な
ん
ら
か
の
傾
向
を
指
摘
し
得
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、
次
の
二
点
を
述

べ
て
、
敢
て
結
論
に
代
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
第
一
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
紙
面
の
量
的
分
析
は
明
ら
か
に
限
界
を
も
つ
て
お
り
、

し
た
が
つ
て
、
そ
の
結
果
の
み
に
も
と
づ
い
て
た
だ
ち
に
新
聞
の
傾
向
に
つ
い
て
結
論
を
下
す
こ
と
は
、
早
計
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
研
究
で
は
、
紙
面
の
質
的
な
分
析
を
も
行
つ
て
い
る
の
で
、
総
括
的
に
新
聞
の
傾
向
を
云
々
す
る
こ
と

は
、
い
ず
れ
他
日
を
期
し
て
、
そ
の
結
果
と
併
わ
せ
て
論
議
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
第
二
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
内
容

分
析
が
あ
く
ま
で
も
限
定
さ
れ
た
時
期
に
お
い
て
、
し
か
も
限
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、

新
聞
の
傾
向
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
長
期
的
な
傾
向
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
こ
の
種
の
分
析
が
数
多
く
積
み
重
ね
て
行
か
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
こ
こ
で
の
分
析
の
結
果
を
過
大
に
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。


